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楽
園
は
何い

ず
こ処

に

─
戦
前
の
科
学
技
術
政
策

─
本
稿
の
紹
介

─
　

唐
の
詩
人
・
王
昌
齢
は
赴
任
先
の
辺
地
か
ら
、
友
人
た
ち
に
言

い
送
っ
た
。「
一
片
の
冰
心
、
玉
壺
に
在
り
」（
お
れ
は
、
ひ
と
か

け
ら
の
氷
の
よ
う
に
透
明
な
心
を
、
玉
の
よ
う
に
穏
や
か
な
精
神

の
中
に
入
れ
た

─
そ
ん
な
澄
み
切
っ
た
気
持
ち
で
今
は
い

る
）
と
。

　

そ
ん
な
気
持
ち
で
い
る
こ
と
は
、
欲
望
や
悩
み
に
汚
れ
た
生
身

の
人
間
に
は
簡
単
で
は
な
い
。
し
か
し
、
文
書
に
サ
イ
ン
や
押
印

す
る
、
そ
の
一
瞬
の
中
に
な
ら
、
透
明
な
も
の
が
見
つ
か
る
か
も

知
れ
な
い
。過
去
の
歴
史
の
一
画
に
、誰
か
の
透
明
な
思
い
が
残
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。・
・
・
と
思
っ
て
、
公
文
書
の
森
を
徘

徊
し
ま
す
。
今
日
は
何
か
見
つ
か
る
で
し
ょ
う
か
。

─
─

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
季
節

　

一
〇
月
に
は
、
二
〇
二
五
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
各
賞
受
賞
者
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
生
理
学
・
医
学
分
野
で
坂さ
か

口ぐ
ち

志し

文も
ん

博
士
、
化
学
分

野
で
北き
た

川が
わ

進す
す
む

博
士
が
受
賞
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
も

ま
た
京
都
大
学
の
関
係
者
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
京
都
大
学
、
あ

る
い
は
京
都
と
い
う
土
地
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
相
性
が
い
い
ん
で

一
片
の
冰
心
、
玉
壺
に
あ
り
や
？

―

公
文
書
界
隈
を
徘
徊
す
る―

ひ
ょ
う
　し
ん

ぎ
ょ
く 

　こ

　
福ふ

く

井い

　
ひ
と
し

第七回
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し
ょ
う
か
。
特
に
、
我
が
国
の
最
初
と
二
人
目
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

者
が
、
旧
制
中
学
か
ら
大
学
卒
業
後
数
年
間
、
京
都
の
同
じ
学
校
・

教
室
で
学
ん
で
い
た
と
い
う
の
は
、
世
界
的
に
も
珍
し
い
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
度
の
受
賞
者
・
湯ゆ

川か
わ

秀ひ
で

樹き

博
士
（
一

九
〇
七
年
生
ま
れ
）
と
、一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
度
の
受
賞
者
・

朝と
も

永な
が

振し
ん

一い
ち

郎ろ
う

博
士
（
一
九
〇
六
年
生
ま
れ
）
は
、
同
じ
京
都
一
中
、

旧
制
第
三
高
等
学
校
、
京
都
帝
国
大
学
で
学
び
、
帝
大
時
代
は
同
じ

物
理
学
科
玉
木
研
究
室
で
、
さ
ら
に
卒
業
後
は
同
研
究
室
の
「
無
給

副
手
」
と
し
て
、
本
当
に
「
机
を
並
べ
て
」
い
ま
し
た
。（
中
学
時

代
ま
で
は
朝
永
が
一
学
年
上
で
す
が
、
湯
川
は
中
学
四
年
時
の
高
校

進
学
を
選
び
、
以
降
同
級
生
に
。
生
年
月
日
調
べ
る
と
朝
永
さ
ん
は

三
月
三
一
日
生
ま
れ
な
の
で
、
同
級
生
と
い
う
こ
と
に
あ
ま
り
違
和

感
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。）

　

と
こ
ろ
で
こ
の
二
人
が
帝
大
三
年
生
（
当
時
の
大
学
は
三
年
制
）

と
し
て
卒
論
に
（
お
そ
ら
く
）
苦
し
ん
で
い
る
こ
ろ
、
京
都
の
町
で

は
大
き
な
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
①
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
三
年
秋
、
昭
和
天
皇
が
一
一
月
一
〇
日
に
京
都
御
所
で
即
位

礼
を
挙
行
、
一
一
月
一
四
日
か
ら
一
五
日
に
か
け
て
京
都
で
大
嘗
祭

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、①
は
宮
内
次
官
か
ら
内
閣
書
記
官
長
へ
の
「
通
牒
」
で
す
。

発
出
者
の
関せ
き

屋や

貞て
い

三ざ
ぶ

郎ろ
う

は
大
正
一
〇
年
か
ら
昭
和
八
年
ま
で
、
一
二

年
間
宮
内
次
官
を
務
め
て
い
ま
す
。受
け
取
っ
た
内
閣
側
の
花
押
は
、

内
閣
総
理
大
臣
は
田
中
義
一
、
内
閣
書
記
官
長
は
鳩
山
一
郎
。「
内

閣
書
記
官
」
と
し
て
ハ
ン
コ
を
押
し
て
い
る
の
は
内
閣
総
務
課
長
・

長は
せ
が
わ

谷
川
赳た
け

夫お

さ
ん
。
関
東
大
震
災
時
の
総
務
課
長
と
し
て
、
内
閣
総

理
大
臣
不
在
（
加
藤
高
明
死
去
）
時
に
対
処
し
た
事
務
方
責
任
者
。

昭
和
一
四
年
か
ら
貴
族
院
議
員
を
務
め
ま
す
が
、
こ
れ
は
官
歴
で
は

な
く
、
新
潟
県
の
多
額
納
税
者
互
選
で
当
選
し
て
い
ま
す
。
長
岡
の

「
長
谷
川
家
」と
い
え
ば
今
も
重
要
文
化
財
・
長
谷
川
家
住
宅
が
遺
り
、

同
県
で
も
屈
指
の
大
地
主
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

①
「
公
文
類
聚
」
第
五
十
二
篇
・
昭
和
三
年
・
第
一
ノ
一
巻
「
皇
室
一
・

即
位
大
礼
一
」
中
「
即
位
礼
及
大
嘗
祭
ヲ
来
ル
昭
和
三
年
秋
冬
ノ
間
ニ
於

テ
行
ハ
セ
ラ
ル
」（
昭
和
二
年
六
月
八
日
宮
内
庁
発
出
文
書
）
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即
位
大
礼
記
念
博
覧
会
と
「
学
天
則
」

　

こ
の
大
礼
を
記
念
し
て
、
市
内
岡
崎
公
園
に
て
「
京
都
博
覧
会
」

が
開
か
れ
ま
す
。
京
都
市
が
主
催
し
、国
（
文
部
省
）
が
後
援
す
る
、

と
い
う
形
で
開
催
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
博
覧
会
に
は
「
東
洋

初
」
の
人
造
人
間
「
学
天
則
」
が
お
目
見
え
し
て
い
ま
す
。
西
会
場

の
第
一
参
考
館
に
い
た
と
の
こ
と
。

　

こ
の
人
造
人
間

「
学
天
則
」
の
設
計

者
・
西に
し

村む
ら

真ま

琴こ
と

さ
ん

は
、
昭
和
の
名
優
・

西に
し

村む
ら

晃こ
う

さ
ん
の
お
や

じ
で
す
。
昭
和
六
三

年
封
切
り
の
映
画

「
帝
都
物
語
」
で
は

息
子
が
お
や
じ
の
役

を
演
じ
て
評
判
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の

当
時
、
大
阪
毎
日
新

聞
の
顧
問
。「
学
天

則
」
も
毎
日
新
聞
が

出
品
し
た
も
の
だ
っ

た
そ
う
で
す
。「
学

③大阪毎日新聞昭和三年九月二〇日。総見出しは「天
に在りては棚引く瑞雲、地に咲く花は博覧会」。いい見
出しですね。

②文部省記録班分類文書「博覧会展覧会雑載」大正一二年～昭和一五年中「大礼記
念京都大博覧会に後援方」（昭和三年七月十七日付け）添付図。図画工作のつもりで（編
集のひとの迷惑かえりみず）数枚のスクリーンショットを貼り付けてみました。あ
んまりぴったり行きませんね。



— 100 —

天
則
」
は
、
瞑
想
や
文
字
を
書
く
真
似
を
す
る
、
な
ど
、
役
に
立
た

な
い
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
当
時
欧
米
の
工
場
に
進
出
し
は
じ

め
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
労
働
か
ら
解
放
す
る
、
と
言
う
の
が
コ
ン
セ
プ
ト

だ
っ
た
そ
う
で
す
。（
荒
俣
宏
「
大
東
亜
科
学
綺
譚
」）

　

し
か
し
解
放
す
べ
き
は
ロ
ボ
ッ
ト
よ
り
ま
ず
人
間
だ
っ
た
の
か

も
・
・
・
。

　

西
村
博
士
は
、
も
と
も
と
マ
リ
モ
の
研
究
な
ど
で
学
位
を
取
っ
た

北
海
道
帝
国
大
学
教
授
で
す
（
④
）。

　

帝
大
教
授
を
辞
め
て
大
阪
毎
日
に
入
社
し
た
と
い
う
の
で
す
が
、

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
朝
日
新
聞
に
入
社
し
た
吉
野
作
造
や
柳

田
国
男
ら
の
例
も
含
め
、
一
つ
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
、
④
で
同
日
に
松
本
高
校
教
授
に
な
っ
て
い
る
浅あ
さ

若わ
か

晁あ
き
らさ

ん
は
地
理
学
者
で
、
こ
の
年
、
赴
任
し
た
松
本
高
校
で
進
路
に

悩
む
一
人
の
学
生
に
、
東
洋
史
を
学
ぶ
よ
う
に
助
言
し
て
い
ま
す
。

そ
の
学
生
は
浅
若
の
助
言
に
従
い
、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
に
進
み

ま
し
た
。
後
の
文
化
功
労
者
、東
洋
学
者
・
宮み
や

﨑ざ
き

市い
ち

定さ
だ

さ
ん
で
す
。（
宮

﨑
「
自
跋
集

─
東
洋
史
学
七
十
年

─
」）

二
人
の
学
徒

　

す
み
ま
せ
ん
、博
覧
会
の
話
は
い
つ
の
時
代
も
お
も
し
ろ
い
の
で
、

つ
い
つ
い
話
が
寄
り
道
し
過
ぎ
ま
し
た
。
人
造
人
間
な
ん
て
わ
く
わ

く
し
て
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
湯
川
さ
ん
と
朝
永
さ
ん
は
、
お

二
人
の
自
伝
を
見
て
も
、
こ
の
展
覧
会
を
見
に
行
っ
た
よ
う
す
が
あ

り
ま
せ
ん
。
当
時
の
帝
大
の
理
系
の
ひ
と
が
卒
業
論
文
を
書
い
て
い

る
こ
ろ
で
す
か
ら
、あ
ん
ま
り
ヒ
マ
は
無
か
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
、
二
人
の
無
給
副
手
は
三
年
間
机
を
並
べ
、
や
が
て

別
々
に
進
み
は
じ
め
ま
す
。
昭
和
七
年
、
朝
永
さ
ん
は
東
京
の
理
化

学
研
究
所
の
仁に

科し
な

芳よ
し

雄お

の
研
究
室
に
招
か
れ
、
湯
川
さ
ん
は
京
大
の

講
師
に
な
り
、
昭
和
八
年
か
ら
新
設
の
大
阪
帝
国
大
学
の
講
師
（
九

年
か
ら
専
任
）
に
な
り
ま
し
た
。

④任命裁可書　大正十年任免巻四八「西村真琴外二
名任官並任命の件」
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朝
永
さ
ん
は
、
後
の
回
想
の
中
で
、
こ
の
時
期
の
理
化
学
研
究
所

は
「
科
学
者
の
自
由
な
楽
園
」
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
研

究
所
に
は
後
に
湯
川
さ
ん
も
参
加
す
る
の
で
す
が
、
本
当
に
そ
こ
に

楽
園
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
他
の
と
こ
ろ
に
は
無
か
っ
た
ん
で

し
ょ
う
か
。
今
回
の
「
徘
徊
」
は
、
昭
和
戦
前
期
の
「
科
学
者
の
楽

園
」
探
し
を
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

当
時
の
学
術
界

　

と
こ
ろ
で
、
毒
ガ
ス
兵
器
が
登
場
し
、「
化
学
者
の
戦
争
」
と
い

わ
れ
た
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
わ
り
（
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に

な
り
ま
す
）
ご
ろ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
戦
争
や
国
威
の
発
揚
の
た
め

に
は
、「
科
学
」
が
重
要
だ
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
き
て
い
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、
大
戦
後
、
そ
れ
ま
で
の
ド
イ
ツ
の
科
学
界
の
覇
権
が

崩
壊
し
、
共
同
研
究
の
枠
組
み
な
ど
を
作
る
た
め
に
、
新
し
い
学
術

国
際
機
関
の
設
立
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
既
設
の
帝
国
学
士
院
に
加
え
て
、
学
術
研
究
会
議
、

理
化
学
研
究
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
二
年
に
、
内
閣

に
資
源
局
と
資
源
調
査
委
員
会
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日

本
は
「
科
学
研
究
の
振
興
に
関
し
て
か
ず
か
ず
の
手
を
打
」（
広
重

徹
「
科
学
の
社
会
史
」）
ち
は
じ
め
て
い
た
の
で
す
。

帝
国
の
ア
カ
デ
ミ
ー

　

近
世
か
ら
欧
米
に
設
立
さ
れ
は
じ
め
た
科
学
者
の
ア
カ
デ
ミ
ー
と

し
て
、
我
が
国
で
は
、
明
治
一
二
年
に
創
設
さ
れ
た
東
京
学
士
会
院

が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
改

組
さ
れ
て
帝
国
学
士
院
と
な
り
、文
系
（
三
〇
人
）
に
加
え
て
科
学
・

工
学
部
（
三
〇
人
）
が
出
来
て
、
万
国
学
士
院
連
合
会
に
加
盟
（
明

治
四
〇
年
）
し
ま
す
。
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
か
ら
皇
室
下
賜

金
を
も
と
に
「
恩
賜
賞
」
の
授
与
を
開
始
、
民
間
か
ら
の
寄
付
を
も

と
に
研
究
費
補
助
も
始
ま
り
ま
す
。
大
正
年
間
に
会
員
の
勅
任
官
待

遇
、
貴
族
院
議
員
枠
設
置
（
四
人
も
）
な
ど
、
学
士
院
の
存
在
意
義

は
強
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
「
楽
園
」
で
は
。

　

朝
永
さ
ん
が
東
京
に
出
て
き
た
こ
ろ
は
、
加
賀
出
身
の
化
学
者
・

櫻さ
く
ら

井い

錠じ
ょ
う

二じ

院
長
の

下
で
、
昭
和
六
年
に

研
究
補
助
機
関
の
必

要
性
の
訴
え
を
取
り

ま
と
め
、
こ
れ
に
応

じ
て
昭
和
七
年
一
二

月
に
学
術
振
興
会
が

設
立
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
時

期
の
帝
国
学
士
院
の

「
諸
伺
」
と
い
う
文
書

（
⑤
。
残
念
な
が
ら
未

⑤帝国学士院「諸伺」昭和五年から一二年、
及び「伺綴」昭和一二年から二〇年
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デ
ジ
タ
ル
化
）
が
あ
る
の
で
、
申
請
し
て
閲
覧
し
て
み
ま
し
た
。

　

細
か
い
庶
務
事
項
の
伺
い
な
の
で
す
が
、
こ
の
中
に
、
毎
年
の
例

会
時
の
弁
当
代
に
つ
い
て
の
書
類
が
あ
り
ま
し
た
。
食
べ
物
の
こ
と

な
の
で
、
つ
い
つ
い
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
れ
ど
れ
。

　

⑥
は
昭
和
五
年
三
月
の
例
会
時
の
会
員
へ
の
弁
当
と
茶
菓
の
発
注

の
た
め
の
伺
い
で
、
右
ぺ
ー
ジ
を
見
る
と
櫻
井
院
長
ま
で
花
押
を
押

し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
の
弁
当
は
二
円
五
十
銭
で
す
。
こ
の
こ
ろ
阪

急
百
貨
店
の
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
が
二
五
銭
だ
そ
う
で
す
か
ら
、
そ
の
十

倍
。
ま
ず
ま
ず
の
メ
シ
を
食
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
⑦

に
あ
る
と
お
り
昭
和
六
年
に
は
二
円
二
〇
銭
に
な
り
、
さ
ら
に
、
⑧

は
昭
和
七
年
の
決
裁
で
す
が
、
右
ペ
ー
ジ
に
あ
る
よ
う
に
二
案
示
さ

れ
て
お
り
、

　

甲
案　

一
円
五
十
銭

　

乙
案　

二
円
二
十
銭　
（
つ
ま
り
前
年
度
同
）

　

で
左
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
の
が
甲
案
の
献
立
。
四
品
で
す
。

⑥同上中「弁当並びに茶菓料支出伺の件」（昭和五年三月一四日）

⑦同上中「弁当料支出伺の件」（昭
和六年四月（日付空白））
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⑨
が
乙
案
。
前
年
と
同
じ
値
段
。
五
品
あ
り
ま
す
。
お
か
ず
の
品

数
は
と
も
か
く
、「
お
飲
み
物
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。
甲
案
（
⑧
）

は
「
日
本
茶
又
ハ
冷
水
」
で
す
が
、乙
案
（
⑨
）
は
「
日
本
酒
、ビ
ー

ル
、
サ
イ
ダ
ー
、
平ひ
ら

ノ
水
」
で
す
。

　

こ
の
二
案
の
う
ち
、
乙
は
参
考
と
さ
れ
て
お
り
、
決
裁
は
甲
案
と

な
り
ま
し
た
。
濱
口
内
閣
の
行
政
財
政
改
革
の
あ
お
り
を
受
け
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
え
ら
い
先
生
た
ち
な
ん
で
す
か
ら
、
ビ
ー
ル

ぐ
ら
い
つ
け
て
や
っ
て
ほ
し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

ち
な
み
に
こ
の
「
諸
伺
」
綴
り
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
印
刷
費
や

職
員
超
勤
時
の
ま
か
な
い
代
金
（
こ
れ
は
一
人
一
食
二
五
銭
で
計
算

さ
れ
て
い
ま
す
）、
し
尿
汲
み
取
り
の
決
裁
、
ゴ
ミ
収
集
、
あ
る
い

は
盗
難
が
増
え
て
い
る
の
で
鍵
を
取
り
付
け
る
と
か
、
実
に
日
常
的

な
事
項
に
つ
い
て
の
決
裁
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
件
ま
で
院

長
（
昭
和
一
二
年
か
ら
は
長な
が

岡お
か

半は
ん

太た

郎ろ
う

）
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
決
裁

し
て
い
た
の
か
。
綴
り
の
最
後
は
、
昭
和
二
〇
年
秋
の
敷
地
内
の
防

空
壕
の
取
り
壊
し
作
業
の
発
注
伺
い
で
す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
え
ら

い
先
生
た
ち
の
世
界
で
す
か
ら
、
若
い
研
究
者
に
と
っ
て
は
ち
ょ
っ

と
「
楽
園
」
と
は
言
い
づ
ら
い
と
思
い
ま
す
。

⑧同上中「弁当料支出伺の件」（昭和七年四月）

⑨同上

⑩現在の日本学士院（筆者撮影）。敷地は変わっ
ていないようですが、建物は建替えられています。
このどこかに防空壕の跡地があるはずですが。
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学
術
研
究
会
議

　

一
方
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
の
科
学
覇
権
が
崩
壊

し
、
英
仏
を
中
心
に
国
際
学
術
研
究
会
議
が
結
成
さ
れ
、
こ
れ
へ
の

参
加
を
求
め
ら
れ
て
、
日
本
も
⑪
に
よ
り
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年

に
学
術
研
究
会
議
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
を
通
じ
て
国
際
学
術
事
業
に

参
加
す
る
と
と
も
に
、
国
内
に
お
け
る
研
究
支
援
の
配
分
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

閣
議
請
議
は
文
部
大
臣
・
中な
か

橋は
し

徳と
く

五ご

郎ろ
う

さ
ん
。
加
賀
出
身
の
官
僚
、

大
阪
商
船
社
長
、
大
阪
市
議
会
議
長
。
政
友
会
の
大
物
の
一
人
。
本

会
議
は
、「
大
正
七
年
の
ロ
ン
ド
ン
及
び
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
連
合

学
士
院
代
表
者
の
会
議
に
於
い
て
決
議
せ
ら
れ
た
る
万
国
学
術
研
究

⑫同上。請議書、官制条文。

⑪「公文類聚」四四・大正九年・第五巻「官職四」「官制四」
中「学術研究会議官制ヲ定ム」（大正九年八月一四日閣議）
（公布は八月二五日）
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会
議
組
織
の
旨し

趣し
ゅ

に
基
づ
き
我
国
に
お
い
て
も
組
織
す
る
も
の
」
だ

そ
う
で
す
。

　

官
制
は
あ
ち
こ
ち
直
し
た
跡
が
あ
り
ま
す
が
、
会
員
は
一
〇
〇
人

以
内
、
会
長
・
副
会
長
を
互
選
す
る
、
総
務
部
と
学
術
部
（
数
種
）

を
置
く
、
総
務
部
長
は
副
会
長
が
兼
ね
る
、
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
実
際
に
は
、
一
一
月
二
九
日
に
会
員
（
会
長
含
む
）
九
四
人

が
任
命
（
⑬
）
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
原
則
自
然
科
学
者
か
ら
構
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

⑬
は
途
中
の
「
八
十
人
」
を
省
略
し
て
最
初
と
最
後
の
ペ
ー
ジ
だ

け
取
り
出
し
て
み
た
の
で
一
四
人
だ
け
で
す
が
、
例
え
ば
一
番
最
後

の
小お

田だ

川が
わ

全ま
さ

之ゆ
き

さ
ん
は
も
と
も
と
幕
臣
の
息
子
で
鉱
学
博
士
、
足
尾

鉱
山
の
鉱
業
技
術
者
、
近こ
ん

藤ど
う

萬ま
ん

太た

郎ろ
う

は
農
学
博
士
、
大
原
植
物
研
究

所
長
、
加か

藤と
う

武た
け

夫お

は
理
学
博
士
、
火
山
・
地
質
の
研
究
者
で
帝
大
教

授
（
後
に
理
学
部
長
）
な
ど
、一
人
一
人
が
日
本
の
知
的
財
産
を
作
っ

て
き
た
開
拓
者
の
よ
う
な
人
た
ち
で
す
。
こ
の
会
議
は
、
や
が
て
第

二
次
大
戦
末
期
に
は
、
人
文
科
学
を
加
え
、
会
員
七
〇
〇
人
に
膨
れ

上
が
り
ま
す
。
戦
時
研
究
や
研
究
費
配
分
に
関
わ
り
、
研
究
分
野
間

の
争
い
の
場
な
の
で
、「
楽
園
」と
は
言
い
が
た
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

「
栄
光
」
の
理
化
学
研
究
所

　

秋
の
雨
の
そ
ぼ
降
る
中
、
一
〇
月
の
半
ば
に
、
都
内
文
京
区
の
理

化
学
研
究
所
跡
地
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。
理
化
学
研
究
所
は
、
大
正

六
年
発
足
、
所
長
は
菊き
く

池ち

大だ
い

麓ろ
く

、
古ふ
る

市い
ち

公こ
う

威い

を
経
て
大
正
一
〇
年
か

ら
子
爵
・
大お
お

河こ
う

内ち

正ま
さ

敏と
し

。
父
は
大
多
喜
藩
主
、
幕
府
軍
総
督
と
し
て

鳥
羽
伏
見
戦
の
巨
魁
と
さ
れ
た
松ま
つ

平だ
い
ら

正ま
さ

質た
だ

で
、
遠
縁
の
三
河
吉
田

藩
主
・
大
河
内
家
を
嗣
ぐ
。
大
正
天
皇
の
御
学
友
、
東
京
帝
大
工
学

部
教
授
、貴
族
院
議
員
。同
じ
よ
う
に
東
大
教
授
兼
理
研
研
究
員
だ
っ

た
寺て
ら

田だ

寅と
ら

彦ひ
こ

の
親
友
だ
と
い
う
と
少
し
柔
ら
か
い
イ
メ
ー
ジ
が
出
ま

す
で
し
ょ
う
か
。
狩
猟
や
料
理
（
食
べ
る
の
も
作
る
の
も
）
と
仕
事

⑬任免裁可書・大正九年・任免第四七中「男爵古市公威外
九十三名学術研究会議会員被仰付ノ件」
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が
大
好
き
で
、年
中
あ
ち
こ
ち
を
飛
び
回
っ
て
い
る
「
お
と
の
さ
ま
」

で
す
。
理
化
学
研
究
所
の
発
展
、
引
い
て
は
日
本
の
科
学
に
現
代
ま

で
続
く
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
言
わ
れ
る
す
ご
い
人
物
で

す
。

　

彼
の
指
導
の
も
と
、
昭
和
七
年
、
朝
永
さ
ん
が
赴
任
し
た
理
化
学

研
究
所
は
、

　

ま
こ
と
に
自
由
な
雰
囲
気
で
あ
る
。・
・
・
実
に
何
も
か
も
の
び

の
び
と
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
金
の
面
で
は
こ
う
で
あ
る
。（「
科
学

者
の
自
由
な
楽
園
」）

　

伝
票
さ
え
切
れ
ば
資
材
を
買
い
放
題
、
だ
と
か
、
予
算
を
年
度
末

に
余
ら
せ
て
も
予
算
を
切
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
お
金
の
こ
と
は
大

事
で
す
が
、
上
の
者
も
若
い
者
も
自
由
に
討
論
で
き
る
と
か
人
事
面

で
の
柔
軟
さ
な
ど
、
な
る
ほ
ど
当
時
の
帝
国
大
学
は
こ
ん
な
制
度
は

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。

　

理
化
学
研
究
所
（
現
在
は
国
立
研
究
所
法
人
）
は
、
昭
和
四
二
年

に
埼
玉
県
和
光
市
に
移
転
。
駒
込
の
建
物
は
長
く
残
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
高
層
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
様
変
わ
り
し
、
一
画
に
⑭
の

記
念
パ
ネ
ル
が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水み
ず

沢さ
わ

光ひ
か
りさ

ん
（
後
述
）
の
簡
潔
な
ま
と
め
を
さ
ら
に
ま
と
め
て
引

用
す
る
と
、
理
化
学
研
究
所
は
、「
高た
か

峰み
ね

譲じ
ょ
う

吉き
ち

が
大
正
一
三
年
に
一

時
帰
国
し
た
際
に
、
新
研
究
所
の
設
立
を
提
案
し
た
こ
と
」
を
端
緒

に
、「
渋し
ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

の
賛
同
を
得
て
、
政
財
界
や
研
究
者
の
協
力
の
も

と
で
具
体
化
し
」「
一
九
一
五
年
末
に
は
民
間

か
ら
の
寄
付
金
五
〇
〇
万
円
、
政
府
補
助
金

二
〇
〇
円
、
皇
室
か
ら
の
下
賜
金
一
〇
〇
円

で
設
立
す
る
案
が
ま
と
ま
り
、」
一
九
一
七
年

に
設
立
さ
れ
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

特
に
大
河
内
の
所
長
就
任
以
降
、
自
由
な

雰
囲
気
と
潤
沢
な
資
金
（
発
明
品
の
製
造
・

販
売
ま
で
系
列
企
業
で
行
い
、
そ
の
利
益
を

研
究
費
に
回
す
）
に
よ
っ
て
多
く
の
功
績
（
例

え
ば
⑮
「
理
研
ビ
タ
ミ
ン
」）
を
あ
げ
、
人
材

を
輩
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
科
学
者
以

⑭理研跡地写真（筆者撮影）

⑮「写真週報」九号（一三年四月三日）（最
終ページ見開）。「理研」の「理」の字に
十字のマークが入っていて、おしゃれで
はありませんか。
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外
に
も
、
リ
コ
ー
創
業
者
・
市い
ち

村む
ら

清き
よ
し、

後
の
内
閣
総
理
大
臣
・
田た

中な
か

角か
く

栄え
い

ら
も
系
列
会
社
で
大
河
内
の
薫
陶
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
理
研
」
は
都
内
で
も
有
名
な
施
設
と
な
り
、
昭
和
三
年
に
は
都

電
の
停
留
所
名
に
も
な
り
ま
し
た
（
⑯
）。

資
源
委
員
会
と
資
源
局

　

昭
和
二
年
に
内
閣
に
資
源
局
と
資
源
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
第
一
次
世
界
大
戦
で
必
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
戦
時
の
国
家

総
動
員
の
た
め
の
準
備
機
関
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
昭
和

八
年
に
「
国
家
重
要
研
究
事
項
」
を
告
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
告
示
で
、「
特
殊
鋼
に
関
す
る
研
究
」
を
は
じ
め
、
四
十
件

の
「
国
家
重
要
研
究
事
項
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。（
⑱
） ⑰「公文類聚」第五十七・昭和八年第一巻「皇

室・政綱門」中「国家重要研究事項を選定す」

⑯「鉄道省文書」　昭和三年・巻卅二・地方鉄道及軌道三・軌道「東
京市営電車」中「電車停車場新設出願・理化学研究所前（昭和
三年四月四日）」
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タ
ン
グ
ス
テ
ン
や
X
線
や
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
、
光
電
通
信
、
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
・
ト
ー
キ
ー
、
写
真
伝
送
（
要
す
る
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
）

な
ど
確
か
に
重
要
そ
う
な
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
昭
和
八
年
段
階

で
こ
ん
な
こ
と
が
も
う
具
体
化
し
つ
つ
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

と
こ
ろ
で
、
⑰
の
右
肩
の
「
御
決
裁
」、
気
に
な
る
名
前
が
あ
り

ま
せ
ん
か
。（
⑲
）

　
「
内
閣
総
理
大
臣
」
は
齋さ
い

藤と
う

実ま
こ
とさ

ん
で
す
が
既
に
承
知
し
て
い
る

か
ら
で
し
ょ
う
、「
了
」。
真
ん
中
は
内
閣
書
記
官
長
・
堀ほ
り

切き
り

善ぜ
ん

次じ

郎ろ
う

、
後
に
戦
後
の
幣
原
内
閣
の
内
務
大
臣
と
し
て
、
G
H
Q
よ
り
先

に
婦
人
参
政
権
を
提
案
し
た
ひ
と
で
す
。
そ
の
左
、
内
閣
書
記
官
の

下
に
押
し
て
い
る
の
は
内
閣
総
務
課
長
・
内
閣
書
記
官
の
川か
わ

嶋し
ま

孝た
か

彦ひ
こ

さ
ん
（
ハ
ン
コ
は
「
川
島
」
に
な
っ
て
ま
す
ね
）。
こ
の
後
、
内
閣

統
計
局
長
に
な
っ
て
、
昭
和
一
五
年
の
国
勢
調
査
や
戦
後
の
G
H
Q

と
の
や
り
と
り
な
ど
、
戦
中
か
ら
戦
後
の
日
本
統
計
の
実
務
を
引
っ

⑱同上「重要研究事項」項目。

⑲　⑰の一部
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張
っ
た
人
で
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
ひ
と
の
息
子
さ
ん
が
学
習
院
大

学
名
誉
教
授
だ
っ
た
川か
わ

嶋し
ま

辰た
つ

彦ひ
こ

さ
ん
。・
・
・
と
い
う
こ
と
は
、
こ

の
人
の
曾
孫
は
？

日
本
学
術
振
興
会

　

⑱
の
国
家
重
要
研
究
事
項
は
、
研
究
補
助
金
の
選
定
基
準
に
な
る

こ
と
も
イ
メ
ー
ジ
し
て
各
大
学
等
の
意
見
を
聴
取
し
て
作
ら
れ
た

も
の
だ
そ
う
で
す
が
、
研
究
補
助
は
別
途
設
け
ら
れ
た
日
本
学
術
振

興
会
の
仕
事
と
い
う
構
想
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
学
術
振
興
会

は
、
民
間
寄
附
金
が
集
ま
ら
な
い
な
ど
、
い
つ
も
の
と
お
り
？
の
財

政
上
の
問
題
が
あ
る
の
で
す
が
（
こ
の
国
の
人
は
あ
ん
ま
り
科
学
に

お
金
を
出
す
気
は
な
い
ん
で
す
）、
昭
和
七
年
、
皇
室
下
賜
金
を
中

心
に
設
立
さ
れ
ま
す
。

　

⑳
は
、
学
術
振
興
会
が
、
団
体
に
寄
附
す
る
と
褒
章
が
受
け
ら
れ

る
公
益
団
体
と
し
て
認
定
し
て
ほ
し
い
、
と
東
京
府
知
事
を
通
し
て

申
し
出
た
も
の
で
す
。「
稟り
ん

」
は
も
と
も
と
穀
物
倉
庫
の
こ
と
だ
そ

う
で
す
が
、「
申
し
あ
げ
る
」の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、

住
所
が
文
部
省
内
に
あ
っ
て
お
そ
ら
く
「
丸
抱
え
」
な
の
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
、
ま
た
、
左
側
ペ
ー
ジ
の
四
行
目
に
、

　

畏か
し

こ
く
も
斯し

道ど
う

御
奨
励
の
思
召
し
を
以
て
御ご

内な
い

帑ど

金き
ん

御
下
賜
の

恩
命
に
浴
し
、
政
府
よ
り
も
ま
た
補
助
金
の
交
付
を
受
く
る
等
基き

礎そ

鞏き
ょ
う

固こ

な
る
団
体
に
有こ
れ

之あ
り

。

　

と
あ
っ
て
、皇
室
下
賜
金
と
補
助
金
か
ら
（
な
ん
と
か
）
成
り
立
っ

て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
学
術
研
究

振
興
が
「
斯
道
御
奨
励
」
と
い
う
の
も
驚
き
ま
す
が
、
文
部
大
臣
に

提
出
す
る
文
書
を
「
文
部
省
」
の
用
紙
に
書
い
て
い
る
の
も
、
今
な

ら
怪
し
か
ら
ん
で
す
ね
。

⑳大正十二年～昭和十一年「認定公益団体」中「日本学術振興会
を公益団体と認定」中の東京府より文部大臣あて昭和九年三月六
日付け「褒章条例に係る公益団体認定の件稟

りん

申
しん

日本学術振興会」
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第
二
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
っ
た

　

昭
和
九
年
に
中
間
子
理
論
を
発
表
し
た
湯
川
さ
ん
は
、
昭
和
一
四

（
一
九
三
九
）
年
八
月
、
理
研
の
旅
費
で
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
の
国
際

会
議
に
出
か
け
ま
す
。
現
地
で
前
々
年
か
ら
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
留
学
に

来
て
い
た
朝
永
さ
ん
と
再
会
。
と
こ
ろ
が
二
人
は
、
大
使
館
か
ら
、

荷
物
を
ま
と
め
て
す
ぐ
に
日
本
船
に
乗
船
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
ま
し

た
。
二
人
が
乗
船
し
た
靖
国
丸
は
八
月
中
に
ド
イ
ツ
か
ら
ノ
ル

ウ
ェ
ー
に
回
航
、
九
月
四
日
に
出
航
し
て
日
本
に
向
か
い
ま
す
。
九

月
一
日
に
、
後
に
「
物
理
学
者
の
戦
争
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

第
二
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
㉑
は
閣
議
に
お
い
て

「
欧
州
情
勢
」
に
対
処
す
る
た
め
、
コ
メ
や
希
少
鉱
物
、
薬
品
の
緊

急
輸
入
を
決
め
て
い
ま
す
。
こ
の
年
は
干
害
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
ま

だ
、
こ
れ
が
第
二
次
世
界
大
戦
と
よ
ば
れ
る
大
事
件
の
開
始
と
は
思

わ
ず
、
対
岸
の
で
か
い
火
事
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。

新
体
制
確
立

　

昭
和
一
六
年
、
企
画
院
（
昭
和
一
二
年
に
企
画
庁
と
資
源
局
を
吸

収
し
て
設
置
）
で
の
検
討
に
基
づ
き
、
近
衛
内
閣
の
新
体
制
運
動
の

一
環
と
し
て
「
科
学
技
術
新
体
制
確
立
要
綱
」
が
策
定
（
㉒
）
さ
れ

ま
し
た
。
同
要
綱
に
基
づ
き
「
技
術
院
」
が
設
立
さ
れ
、
い
よ
い
よ

本
格
的
な
「
科
学
動
員
」
と
言
わ
れ
る
時
代
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

　

㉓
の
真
ん
中
あ
た
り
に
、「
本
機
関
（
仮
称
技
術
院
）
は
内
閣
に

直
属
し
左
記
事
項
を
所
掌
す
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
翌
一

七
年
一
月
に
技
術
院
設
立
。
こ
の
設
立
ま
で
奮
闘
し
て
き
た
の
が
企

画
院
次
長
の
宮み
や
も
と
た
け
の

本
武
之
輔す
け

で
す
。
各
省
の
技
術
系
高
等
官
の
地
位
向

上
と
行
政
へ
の
科
学
的
思
考
の
導
入
を
求
め
た
「
技
官
運
動
」
の
中

心
的
人
物
で
、
技
術
者
と
し
て
は
信
濃
川
の
治
水
な
ど
に
活
躍
し
た

㉑　「公文別録」内閣・大正一二年～昭和一九年第二巻「昭和
一二年～」中「欧洲情勢ノ変化、国内ノ旱害等ニ基ク重要物資
ノ特別輸入並ニ之ニ関連シテ実施スベキ貿易上ノ特別措置ニ関
スル件」（昭和一四年十月三〇日閣議）。在任期間が短いので貴
重な花押になりますが、内閣総理大臣は阿

あ

部
べ

信
のぶ

行
ゆき

さん。外務大
臣の「つる三ハ」みたいな花押が気になります。なりませんか。
これは野

の

村
むら

吉
きち

三
さぶ

郎
ろう

。「のむら」と書いてあるようです。
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人
で
す
が
、
彼
自
身
は
一
六
年
年
末
に
急
死
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

四
九
歳
。
当
時
理
研
に
在
籍
し
て
い
た
武た
け

見み

太た

郎ろ
う

（
後
の
日
本
医
師

会
長
）
ら
の
看
取
る
中
、

　

─
余
り
に
明
瞭
に
「
議
論
す
る
場
合
で
は
な
い
、実
行
だ
！
」

の
言
葉
を
最
後
に
し
て
瞑
目
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
、
当
時
の
興
亜
院
調
査
課
長
で
鉄
道
省
技
師
、
戦
後
は
建
材
試

験
セ
ン
タ
ー
会
長
な
ど
を
勤
め
た
笹さ
さ

森も
り

巽た
つ
みさ
ん
が
書
き
の
こ
し
て
い

ま
す
。
こ
の
人
を
は
じ
め
、
松ま
つ

前ま
え

正ま
さ

義よ
し

、
篠し
の

原は
ら

登の
ぼ
るら

宮
本
武
之
輔
と

と
も
に
働
い
た
技
術
者
の
活
躍
を
さ
ら
に
追
い
か
け
た
い
と
思
い
ま

す
・
・
・
が
、
今
回
は
断
念
。

㉓　㉒閣議決定中「科学技術行政機関
の創設」部分

㉒「公文別録」内閣・大正一二～昭和一九・第四巻「昭和一
六～一七年」中「科学技術新体制確立要綱ニ関スル件」（昭和
一六年五月二六日閣議）。司法大臣・風

かざみ

見章
あきら

の花押が気になり
ます。なんだろう、これは。

㉒─ 2　六月一〇
日の別件の花押も
こうなってますね。
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科
学
技
術
総
動
員

　

現
在
立
命
館
大
学
の
教
授
を
し
て
お
ら
れ
る
水み
ず

沢さ
わ

光ひ
か
りさ
ん
が
、
国

立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
時
代
に
ま
と
め

ら
れ
た
『
日
本
の
戦
時
科
学
技
術
動
員
体
制
』
に
、
総
動
員
施
策
を

う
ま
く
四
つ
に
分
類
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
（
一
）　

軍
産
学
連
携
の
推
進

　
　
　

�

技
術
院
が
調
整
し
た
航
空
機
技
術
研
究
な
ど
が
こ
れ
に
当
た

る
よ
う
で
す
。

　
（
二
）　

幅
広
い
科
学
研
究
の
振
興

　
　
　

�

科
学
研
究
費
交
付
金
制
度
を
開
始
し
ま
す
。
現
代
の
「
科
学

研
究
費
補
助
金
」
に
つ
な
が
る
政
策
で
す
が
、
こ
の
交
付
金

な
ど
で
活
動
し
た
日
本
学
術
振
興
会
の
「
パ
ラ
オ
熱
帯
生
物

研
究
所
」
こ
そ
「
研
究
だ
け
に
打
ち
込
め
た
」「
美
し
い
緑

の
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
と
元
所
員
が
評
価
す
る
科
学
者
の
楽
園

だ
っ
た
・
・
・
。
し
か
し
、
一
方
に
は
少
人
数
で
の
共
同
生

活
や
研
究
結
果
が
出
な
い
と
内
地
に
戻
れ
な
い
な
ど
、「
緑

の
牢
獄
」
と
評
す
る
ひ
と
も
い
た
よ
う
で
す
。（
坂
野
徹
『
島

の
科
学
者
』）

　

㉔
の
図
は
、
上
述
の
坂
野
徹
さ
ん
の
本
に
も
引
か
れ
て
い
な
い
も

の
で
す
。デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
れ
ば
も
っ
と
み
ん
な
利
用
で
き
る
の
に
。

　
（
三
）　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
研
究
開
発

　
　
　

�

欧
米
（
ド
イ
ツ
含
む
）
の
科
学
動
員
は
こ
の
形
を
と
る
こ
と

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す（
原
爆
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
な
ど
）

が
、
日
本
で
は
各
省
間
の
調
整
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
、
主

流
に
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。「
超
大
型
飛
行
艇
」
な

ど
を
検
討
し
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
。

　
（
四
）　

一
般
国
民
か
ら
発
明
募
集

㉔「文部省」第二教育門つ三ノ十四ノ二「日本学術振興会」中「熱
帯生物研究所建物及びその他設備寄附承認に関する件」（昭和一
三年八月一五日決裁）中、研究所略図（筆者撮影）
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星
製
薬
創
業
者
で
戦
中
の
衆
議
院
議
員
・
星ほ
し

一は
じ
めさ

ん
（
作
家
の
星

新
一
の
父
）
の
建
議
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
す
。
㉕
の
閣
議

決
定
を
見
て
く
だ
さ
い
。
左
端
か
ら
四
行
目
、「
一
般
国
民
の
創
意

着
想
を
高
揚
吸
収
し
発
明
考
案
の
実
質
的
価
値
を
判
定
審
査
の
上
適

当
に
活
用
す
る
の
方
策
を
講
ず
る
こ
と
と
す
」
と
あ
り
ま
す
。
終
戦

ま
で
に
約
二
万
件
の
応
募
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
提

案
は
ほ
と
ん
ど
実
ら
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
な

ん
で
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
こ
ん
な
難
し
い
文
章
に
す
る
の
か
な
。

原
爆
調
査

　

昭
和
二
〇
年
八
月
、戦
時
中
い
わ
ゆ
る
「
ニ
号
兵
器
」（
新
型
爆
弾
）

の
研
究
に
従
事
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
仁
科
芳
雄
さ
ん
（
理
化
学
研

究
所
に
陸
軍
か
ら
の
依
頼
書
が
遺
っ
て
い
る
と
の
こ
と
）
で
す
が
、

八
月
七
日
、
陸
軍
航
空
本
部
か
ら
の
要
請
で
広
島
へ
（
一
度
引
き
返

し
た
た
め
、
広
島
入
り
は
八
日
）。
仁
科
以
外
に
も
、
次
々
と
各
大

学
や
研
究
所
か
ら
調
査
班
が
広
島
・
長
崎
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

学
術
研
究
会
議
は
、
九
月
一
四
日
か
ら
、
仁
科
を
ふ
く
む
原
子
爆
弾

災
害
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、調
査
結
果
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

学
術
研
究
会
議
の
研
究
者
た
ち
は
、
科
学
が
「
楽
園
」
で
は
な
く

「
地
獄
」
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
世
界
で
初
め
て
確

認
し
た
科
学
者
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
㉖
の
矢
印
部
分
は
仁
科
芳
雄

委
員
の
報
告
。

㉕「公文別録」内閣・企画院上申書類昭和一五年～一八年第三巻「昭和一八年」中「科
学技術動員綜合方策確立ニ関スル件」（一八年一〇月一日閣議）
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理
化
学
研
究
所
の
運
命

　

朝
永
さ
ん
に
「
楽
園
」
だ
っ
た
と
回
想
さ
れ
た
理
化
学
研
究
所
で

す
が
、
終
戦
後
、
過
度
経
済
集
中
排
除
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に

㉖「戦争裁判参考資料」連合国側の不当行為その四「原爆都市爆撃機雷敷設」中「原
子爆弾災害調査研究特別委員会報告会速記録（第一回）（二〇年一一月三〇日）学
術研究会」。この資料は平成一一年に法務省から移管されたもの。

㉗「集排法手続記録」（二五四）「財団法人理化学研究所関係」中「出
頭届」、提出資料
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な
り
、
戦
犯
容
疑
で
収
監
（
後
釈
放
）
さ
れ
た
大
河
内
さ
ん
か
ら
引

き
継
い
だ
仁
科
所
長
が
持
株
会
社
整
理
委
員
会
に
呼
び
出
さ
れ
て
い

ま
す
（
㉗
）。
昭
和
二
一
年
二
月
一
八
日
、
整
理
委
員
会
に
出
頭
し

た
仁
科
所
長
の
申
し
立
て
は
、
理
研
は
株
式
会
社
科
学
研
究
所
に
な

る
こ
と
、
保
有
株
式
は
原
則
手
放
す
こ
と
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

排
除
手
続
き
は
必
要
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
翌
年
に
「
指
定
取

り
消
し
」
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
株
式
会
社
科
学
研
究
所
は
、
仁

科
所
長
の
没
後
、
解
散
も
や
む
を
得
な
い
状
況
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
昭
和
二
〇
年
の
九
月
に
技
術
院
は
軍
需
省
と
と
も
に
廃

止
。
昭
和
二
二
年
、
学
術
研
究
体
制
刷
新
委
員
会
が
発
足
し
、
そ
の

報
告
に
基
づ
い
て
、
昭
和
二
四
年
日
本
学
術
会
議
が
発
足
（
学
術
研

究
会
議
は
廃
止
）、
帝
国
学
士
院
は
そ
の
附
属
機
関
「
日
本
学
士
院
」

に
な
り
ま
す
。
同
年
、
湯
川
秀
樹
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
。
朝
永
振
一
郎

の
受
賞
は
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
。
ず
っ
と
先
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
の
お
話
は
ま
た
い
ず
れ
。

科
学
者
の
楽
園
は
何
処
に

　

終
戦
後
の
あ
る
日
、
私
（
当
時
の
大
蔵
大
臣
で
民
俗
学
者
の
澁し
ぶ

澤さ
わ

敬け
い

三ぞ
う

で
す
）
は
陛
下
に
拝
謁
を
賜
っ
た
際
、
談
た
ま
た
ま
南
方
先
生

（
博
物
学
者
、
南み
な

方か
た

熊く
ま

楠ぐ
す

）
の
こ
と
に
言
及
し
ま
し
た
所
、・
・
・
ニ

コ
ニ
コ
さ
れ
な
が
ら
、「
南
方
に
は
面
白
い
こ
と
が
あ
っ
た
よ
。
長

門
に
来
た
折
、
珍
し
い
田
辺
付
近
産
の
動
植
物
の
標
本
を
献
上
さ
れ

た
が
ね
。
普
通
献
上
と
い
ふ
と
桐
の
箱
か
何
か
に
入
れ
て
来
る
の
だ

が
、
南
方
は
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
て
来
て
ね
。
そ
れ
で

い
い
ぢ
ゃ
な
い
か
」
と
仰
せ
ら
れ
た
。（
笠
井
清
「
南
方
熊
楠
」）

　

湯
川
・
朝
永
が
大
学
を
卒
業
し
た
昭
和
四
年
に
戻
り
ま
す
。
こ
の

年
、
昭
和
天
皇
は
㉘
に
あ
り
ま
す
と
お
り
、
伊
豆
大
島
、
八
丈
島
、

大
阪
、
神
戸
と
併
せ
て
、
御お

召め
し

艦か
ん

「
長
門
」
に
乗
船
さ
れ
て
南
紀
行

幸
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

㉘「文部省」昭和四年行幸啓及び恩賜・大阪神戸行幸第一冊・
行幸御日程「天皇陛下大阪神戸ヘ行幸関係書類」中「四年五
月一七日付　宮内省告示第二一号」（行幸御日程）
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六
月
一
日
に
「
午
前
八
時　

和
歌
山
県
田
辺
港
入
港
、
御
上
陸　

京
都
帝
国
大
学
附
属
臨
海
研
究
所
へ
行
幸　

午
後
六
時
三
十
分　

御

出
港
」
と
あ
り
ま
す
。

　

へ
ー
、
ず
い
ぶ
ん
長
く
研
究
所
に
お
ら
れ
た
ん
で
す
ね
、
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、こ
の
時
、陛
下
は
、御
昼
食
の
後
お
召
換
え
（
こ

こ
ま
で
は
大
元
帥
の
軍
服
で
沿
道
の
歓
迎
者
の
前
を
通
ら
れ
た
、
こ

こ
で
平
服
に
御
着
替
え
）、
午
後
二
時
ご
ろ
、

　

御
座
船
で
（
田
辺
湾
の
）
神か
し
ま島

に
渡
ら
れ
た
。
熊
楠
は
（
水
産
試

験
場
の
）
ボ
ー
ト
に
乗
り
、
神
島
の
西
方
で
お
待
ち
し
て
い
る
と
、

早
や
間
近
に
小
さ
な
御
座
船
の
上
に
、
陛
下
の
御
姿
を
お
見
受
け
し

た
の
で
、
謹
ん
で
敬
意
を
表
す
る
と
、
陛
下
に
も
中
折
帽
を
取
ら
れ

て
丁
重
に
御
挨
拶
が
あ
っ
た
・
・
・
。（
同
上
）

　

昭
和
天
皇
は
、
無
人
島
で
あ
る
神
島
に
出
向
か
れ
て
、
南
方
熊
楠

と
面
会
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
熊
楠
は
長
門
に
招
か
れ
、
珍

種
の
生
物
の
標
本
を
見
せ
な
が
ら
ご
進
講
し
た
。
側
に
海
軍
の
ト
ッ

プ
で
あ
る
加か

藤と
う

寛ひ
ろ

治は
る

軍
令
部
長
が
控
え
て
い
る
が
、
実
は
少
尉
時
代

の
加
藤
と
熊
楠
は
ロ
ン
ド
ン
で
の
旧
知
の
仲
、
加
藤
は
後
日
、
熊
楠

に
「
相
変
わ
ら
ず
神
気
満
身
の
御
風
格
」
と
手
紙
を
送
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
こ
の
時
に
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
箱
に
標
本
を
入
れ
て
持
っ
て
き

た
、「
そ
れ
で
い
い
ぢ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
の
が
昭
和
天
皇
の
回
顧

で
す（
一
〇
個
入
り
の
小
さ
い
の
を
思
い
浮
か
べ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ボ
ー
ル
箱
と
い
う
の
は
、
も
っ
と
大
き
い
の
で
す
）。

　

こ
の
行
幸
、別
に
秘
密
の
行
動
で
は
な
く
、翌
日
の
新
聞
に
も
「
南

方
翁
」
の
活
躍
を
大
き
く
扱
っ
て
い
ま
す
。（
㉙
）

　

と
こ
ろ
で
、
近
年
、
こ
の
昭
和
天
皇
の
神
島
行
幸
を
写
し
た
文
部

省
の
フ
ィ
ル
ム
が
発
見
さ
れ
、「
南
方
熊
楠
記
念
館
」
の
H
P
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
検
索
し
て
御
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
若
き
ロ
イ
ヤ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
在
野
の
老
学
者
の
出

会
い
。
老
学
者
は
緊
張
の
面
持
ち
か
ら
、
一
瞬
に
し
て
に
こ
や
か
に

微
笑
ん
で
い
ま
す
。

　
「
科
学
者
の
楽
園
」
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
小
さ
な
島
に
そ

の
時
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
制
度
で
は
な
く
人
間
と
人
間
の
ふ
れ
あ
い

の
瞬
間
だ
け
が
生
み
出
す
も
の
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
読
者
諸
姉 ㉙昭和四年六月二日大阪毎日新聞
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兄
は
如
何
思
わ
れ
ま
す
か
。

格
物
致
知

　

㉚
の
右
ペ
ー
ジ
に
は
「
大
学
の
八
条
目
」
と
い
わ
れ
る
学
問
の
順

番
が
ず
ら
ず
ら
と
並
ん
で
い
ま
す
が
、
四
行
目
三
文
字
目
か
ら
、

　

致
知
在
格
物

　

の
五
文
字
が
あ
り
ま
す
。

　

知
を
致
す
は
物
に
格
（
い
た
）
る
に
在
り
。

　
（
天
下
を
平
ら
げ
る
た
め
の
学
問
の
、
そ
の
根
源
は
、
知
識
を
究

極
ま
で
押
し
広
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
つ
一
つ
の
物
事
に
つ

い
て
、
そ
の
持
つ
「
理
」
を
極
め
る
こ
と
で
、
成
し
遂
げ
ら
れ
る
）

　

と
い
う
の
が
、南
宋
の
朱
子
の
解
釈
。
右
ペ
ー
ジ
最
後
の
行
に「
事

物
の
理
に
窮
め
至
り
、
そ
の
極
む
る
処
到
ら
ざ
る
無
き
を
欲
す
る
な

り
」
と
主
知
主
義
と
評
さ
れ
る
彼
の
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
九
世
紀
、
幕
末
・
明
治
の
俊
才
た
ち
が
、
自
然
科
学
を
「
窮
理
の

学
」
と
訳
し
た
根
拠
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
朱
子
か
ら
三
〇
〇
年
ぐ
ら
い
後
に
、
一
人
の
青
年
が

「
物
の
理
」
を
究
め
よ
う
と
し
て
ま
ず
「
竹
」
の
研
究
を
始
め
た
。

来
る
日
も
来
る
日
も
竹
を
見
つ
め
て
、
そ
の
「
理
」
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
う
ち
に
、
青
年
は
、
あ
る
日
、
突
然
刀
を
抜
い
て
、
竹
と
周

囲
の
人
た
ち
に
襲
い
掛
か
っ
て
取
り
押
さ
え
ら
れ
た
。

　

青
年
は
さ
ら
に
数
年
し
て
、
つ
い
に
気
が
つ
い
た
（「
龍
場
大
悟
」

と
い
い
ま
す
）。

㉚寛文七年（一六六七）、日本で刊行された朱子の「四書集注」です。国立公文書館に
は貴重な元版の「四書集注」も入っていますが、こちらの方が写真がきれいなのでこち
らを紹介しておきます。
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─
「
致
知
在
格
物
」

は
、

　

知
を
致
す
は
物
を
格た
だ

す

に
在
り
。

　

と
読
む
べ
き
な
の
だ
。

こ
の
「
知
」
は
た
だ
の
知

識
で
は
な
く
、
人
間
が
誰

し
も
も
と
か
ら
持
っ
て
い

る
「
良
知
」
の
こ
と
、
一

つ
一
つ
の
物
事
の
正
し
い

状
態
を
こ
ち
ら
か
ら
「
作

り
だ
す
」こ
と
に
よ
っ
て
、

良
知
は
完
成
す
る
の
だ
、

と
。

　

こ
の
青
年
が
王
陽
明
で

す
。
朱
子
の
客
観
的
な
態

度
の
方
が
科
学
的
か
と
は

思
う
の
で
す
が
、
も
し
か

し
た
ら
、
王
陽
明
は
、「
不

確
定
性
原
理
」
を
先
取
り

し
て
い
た
の
で
は

─

と
、
ト
ン
で
も
な
こ
と
を

言
い
始
め
た
と
こ
ろ
で
、

今
月
は
お
し
ま
い
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
（
参
考
資
料
）

　

廣
重
徹
「
科
学
の
社
会
史　

近
代
日
本
の
科
学
体
制
」（
一
九
七
三　

中
央
公
論
社

自
然
選
書
）

　

荒
俣
宏
「
大
東
亜
科
學
綺
譚
」（
一
九
九
一　

筑
摩
書
房
）

　

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

　

国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
特
に
ア
ジ
歴
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
）

　

の
四
者
を
つ
な
げ
て
み
よ
う
、
と
思
っ
て
今
回
の
作
業
に
な
り
ま
し
た
。
同
じ
よ

う
な
こ
と
を
も
う
少
し
真
面
目
に
や
ら
れ
た
の
が

　

水
沢
光
「
日
本
の
戦
時
科
学
技
術
動
員
体
制
─
軍
産
学
連
携
と
研
究
助
成
の
制
度

化
─
」（
二
〇
二
四
吉
川
弘
文
館
）

　

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
い
へ
ん
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
文
中
に
引
用
し
た
も
の
を
含
め
、

　

湯
川
秀
樹
「
旅
人　

あ
る
物
理
学
者
の
回
想
」（
一
九
六
〇　

角
川
文
庫
（
二
〇
一

一
改
版
））

　

朝
永
振
一
郎
「
科
学
者
の
自
由
な
楽
園
」（
二
〇
〇
〇　

江
沢
洋
編
・
岩
波
文
庫
）

　

湯
川
・
朝
永
生
誕
百
年
企
画
展
委
員
会
編
「
素
粒
子
の
世
界
を
拓
く　

湯
川
秀
樹
・

朝
永
振
一
郎
の
人
と
時
代
」（
二
〇
〇
六　

京
都
大
学
学
術
出
版
）

　

宮
﨑
市
定
「
自
跋
集

─
東
洋
史
学
七
十
年

─
」（
一
九
九
六　

岩
波
書
店
）

　

宮
田
親
平
「
科
学
者
た
ち
の
自
由
な
楽
園　

栄
光
の
理
化
学
研
究
所
」（
一
九
八
三　

文
藝
春
秋
）

　

上
山
明
博
「
仁
科
芳
雄　
「
原
爆
を
作
ろ
う
と
し
た
物
理
学
者
」
が
み
た
も
の
」（
二

福井　ひとし（ふくい・ひとし）氏
　一九六二年三重県生、東京大学法学部卒、八五年から
総務庁、内閣官房、復興庁、沖縄総合事務局等に勤務。
内閣府参事官として公文書管理法の制定に参画、その後、
福岡大学教授、内閣審議官、国立公文書館理事、日本学
術会議事務局長、迎賓館長を経て、二〇二二年から国立
公文書館で首席研究官。役人時代、国会予算委員会で答
弁、総理と米大統領を先導、そして今、両憲法の原本と
毎日一緒に暮らしている、のが人生三大レガシー！（イ
ラストも筆者）



— 119 —

アジア時報

〇
二
五　

青
土
社
）

　

坂
野
徹「
島
の
科
学
者　

パ
ラ
オ
熱
帯
生
物
研
究
所
と
帝
国
日
本
の
南
洋
研
究
」（
二

〇
一
九　

勁
草
書
房
）

　

高
崎
哲
郎
「
工
人
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
宮
本
武
之
輔
の
生
涯
」（
一
九
九
八　

ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
社
）

　

笠
井
清
「
南
方
熊
楠
」（
一
九
六
七　

吉
川
弘
文
館
人
物
叢
書
）

　　

伊
藤
憲
二
「
励
起　

仁
科
芳
雄
と
日
本
の
現
代
物
理
学
」（
二
〇
二
三　

み
す
ず
書

房
）
は
あ
ち
こ
ち
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、ま
だ
読
み
切
れ
て
ま
せ
ん
。

　　

※
国
立
公
文
書
館
の
み
な
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ス
ペ
シ
ャ

ル
サ
ン
ク
ス
。


